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<1> 

《開催予定日》 

2月  7日（水） 

2月 14日（水） 

2月 21日（水） 

2月 28日(水) 

 

◈［三箇自治会館］ 

  午前１０時～１１時（マット不要） 

◈［三箇二丁目公民館］ 

  午前１０時～正午 

◈［新和町自治会館］ 

  午後１時～２時３０分 

（※ 都合で中止になる場合があります。） 

 

福 祉
しあわせ

広 げ て 

共に学び共に生きる 三箇校区福祉委員会 No.106 

令和六年辰年も開けてから、早いものでもう一カ月が過ぎてしまいました。 

今年の辰年の幕開けは正月元旦から、凄まじい幕開けでした。一月一日の令和六年能登半島地震、一月

二日の羽田空港の旅客機と海上保安庁の飛行機の衝突と凄い幕開けでした。 

三箇地区の皆様は、素晴らしい新年の幕開けでしたでしょうか。羽田空港の飛行機事故をテレビで見

ていますと日本航空の乗員、乗客の 379人が全員無事であったのは、まさしく奇跡のように思います。

海上保安庁の5名の方が亡くなられたのは非常に気の毒で残念でした。この事故をテレビで見ていると

災害などがあった時には、いかに日頃の災害用の訓練が必要か、大事であるか教訓にしたいものですね。 

地域で自治会などの運営に携わる一人としましてあらためて、こころに命じていきたいと思います。

これからは日本全国に災害がおきないことを念じながら。・・・ 
 

三箇二丁目自治会 会長 村山 茂博 

ふれあいサロン『まちかど喫茶』 

【12月：フリージアコーラス・レスポアの皆さん20名、お客様63名、スタッフ13名】 
【予 告】 

2月22日（木）、

11時00分開店

です。 

お楽しみコーナ

ーは、ハープ演

奏（中村さん）で

す。 

乞うご期待‼！ 

素晴らしい

歌声をあり

がとうござ

いました。

元気をいた

だ き ま し

た。 
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冬に増加する高齢者の事故に注意！入浴中の溺水事故 

  高齢者は加齢に伴う身体機能や認知機能の低下、病気や薬の影響などの要因によって思いがけない事故に遭う可能性があ

ります。今回は、冬の寒い時期に特に注意が必要な入浴中の溺水事故について、消費者庁コラム Vol.4 より事故の状況と注

意ポイントをご紹介します。 

＜事故の状況＞ 

令和4年の1年間には7,900人が亡くなっています。そのうち家や居住施設の浴槽では5,824人が亡くなっています。一方、

交通事故による 65 歳以上の死亡者数は徐々に減少しており、家や居住施設の浴槽では交通事故の２倍以上もの高齢者が亡

くなっています。冬場に溺れる事故が増える原因として、温かい室内と寒い脱衣所や浴室との寒暖差などによる急激な血圧

の変動や、熱い湯に長くつかることによる体温上昇での意識障害が挙げられます。 

 ◆入浴前のポイント 

○温度差を減らすため、前もって脱衣所や浴室を暖めておきましょう 

○部屋間の温度差について温度計を活用し、温度の見える化をしましょう 

○脱水症状等を防ぐため、入浴前に水分補給しましょう 

○食後すぐの入浴や、飲酒後、医薬品服用後の入浴は避けましょう 

◆入浴時のポイント 

○湯温は41度以下、湯につかる時間は10分までを目安にしましょう 

○湯温や入浴時間などについて温度計やタイマーを活用して見える化しましょう 

○浴槽から急に立ち上がらないようにしましょう 

○同居者はこまめに声掛けをして様子を確認しましょう 

もし、浴槽でぐったりしている人や溺れている人を発見したら、浴槽の栓を抜き、可能な範囲で救出や応急手当の対応を

行いましょう。 

 
安心・いきいきネット相談支援センター 慶生会住道 松谷彰大  電話：072-806-2880 
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オレンジ倶楽部（認知症カフェ）  

～認知症の人の家族の集いの場～ 
２０２５年には６５歳以上の認知症の人の数は５人に１人に上ると見込まれており、誰にとっても他人ごとではありません。「オレ 

ンジ倶楽部」は、認知症の人の家族が介護の心配ごとを相談したり、気づきを得たりできる住民主体の交流の場です。認知症 

介護でお悩みの方、仲間づくりがしたい方、一度のぞいてみませんか？ 

オレンジ倶楽部（認知症カフェ）の開催会場 

 

いいもりぷらざ 北条１－１６－１６ 第１土曜日１４時～１５時 

昭和Factory 氷野１－１５－６ 第３土曜日１０時～１１時 

Live Café kukka 浜町１－２０ 第２月曜日１０時～１１時 

朋来住宅 ２２棟１０４号 第４火曜日１３時～１４時 

コミュニティ・サロン「ゆっくり」 南津の辺町２－１６ 第２・第４月曜日１４時～１６時 

マーノドンナ 諸福５－６－７ 第２水曜日１４時～１６時 

 

※見学・参加申し込みは、右記までお電話ください。  大東市地域包括支援センター ０７２―８００―５３７４ 

(寄稿 大東市地域包括支援センター 社会福祉士 西尾 祐佳 電話：０７２－８００－５３７４)  

高齢者の何でも相談窓口 
地域包括支援センター 


